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　「病院に行くときには、健康保険証を忘れずに。」

これは、国民皆保険制度をとっている我が国にお

いては常識であろう。ただご存知の方も多いと思

うが、今年の12月２日で健康保険証は廃止になる。

正確に申し上げると、この日以降、健康保険証が

新たに発行されることは一切無くなるのだが、既

に発行された保険証はその後１年間は有効であ

る。いずれにしても、今後は病院や診療所あるい

は調剤薬局においては、基本的にはマイナンバー

カード、いわゆるマイナ保険証で被保険者資格を

確認してもらう時代となる。

　我が国の社会は世界に先駆けて超高齢化に直面

している一方で、国民が利用できる医療資源には

限りがあり、医療の質と効率を向上させることは

喫緊の課題である。そのためには、医療DXは避

けて通れない課題であり、マイナ保険証の導入は、

まさにその「初めの一歩」である。

　マイナ保険証を利用していただくことで例え

ば、限度額認定証を用意しなくとも、窓口におい

て高額な医療費の支払いをしなくて済むようにな

る。また本人の同意があれば、医療機関の間で過

去の特定健診の結果や今までに使った薬の情報が

共有可能となるため、例えば「お薬手帳」を持参

しなくとも、薬の飲み合わせを医師や薬剤師にチ

ェックしてもらえるようになるなど、患者として

すぐにメリットを感じていただける場面がいろい

ろとあると思う。更に言えばこういった情報共有

により、過剰な

検査や薬の処方

等を防ぐことが

でき、医療資源

の効率的な利用

が促進されると

期待されてい

る。

　何らかの事情

でマイナ保険証

を所持していな

い方には「資格確認書」が交付され、これによっ

て被保険者資格を確認することも可能ではある

が、皆様にはできるだけマイナ保険証をご利用い

ただけるよう、健保組合としては強くお願いした

いところである。

　ということで、これからは「病院に行くときに

は、マイナンバーカードを忘れずに。」が常識に

なっていくと思う。

　更に現在、マイナンバーカードの機能をスマー

トフォンにのせ、スマホだけでもサービス提供を

受けられるよう、国において作業が進められてい

る。残念ながら健康保険証としての利用は開始時

期未定となっているが、デジタル庁は今後対応し

ていくことを明言している。

　従ってやがては、「病院に行くときには、スマホ

を忘れずに。」が我が国の常識になるのであろう。

病院に行くときには……。
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